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21世紀の社会や100年後の下水道に想いを巡らせること。このことは、21世紀のはじまりに居合わ

せた我々の特権でもあり、責任でもあります。この機会に、知恵を絞り、楽しみながら、それでいて根

拠に裏づけされたしっかりした議論をしたいと考え始まったのが、この「下水道未来計画研究会」です。

わが国の下水道は、この100年、特に戦後において大きな発展を遂げました。しかし、戦後の急激な人

口増加と都市の膨張への対応の中で、多くの場合はこれらへの後追い的な整備がなされてきたのが20

世紀の下水道ではなかったでしょうか。

一方、今後の100年を考えた場合に、人口減少や産業構造の変化など社会的要因の変化、気候変動や

鉱物資源の枯渇などの地球規模の環境・エネルギー問題など下水道を取りまく社会情勢は大きく変化

することが予想されます。これらの変化を事前に予知し、長期的な視点を持って的確に対応し、国民生

活の安全と、良好な水環境、水循環の確保に必要な役割を果たさなければなりません。

さらには、快適で便利なライフスタイル、うるおいのある水辺空間を求める国民ニーズはますます高

まります。また、環境、防災、国際化の観点から各地で進められる都市再生プロジェクトの推進には、

下水道のストックや有用な資源の活用が大きく貢献できるでしょう。

このような中で、本報告書は、今後の下水道を担う若手職員が集まり、平成15年11月より合計6回に

わたって21世紀の社会情勢と下水道のあり方について夢を語り、また議論を重ね、その成果としてと

りまとめたものです。

報告書の内容について荒削りな面があることは否めませんが、若手職員が前向きな発想と研究会で

の忌憚のない意見交換の中からとりまとめたものであり、その点から高く評価できるものと考えてお

ります。

今回の報告書が、様々な方面で今後の下水道の在り方を考える上でのヒントとなり、提案のいくつか

がブラッシュアップされ、実現することを期待しております。

最後に、今回研究会に参加された若手職員の皆さんにおかれては、今回の経験を今後の業務に役立て

ていただき、よりよい社会の実現に貢献されることを祈念しております。
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